
○秘  

令和６年度使用 小学校教科用図書調査研究結果 

 

 

外国語 
 

令和５年８月 23日（水） 

伊予市教科用図書調査委員会 



1 

 

【調査・研究資料】教科名（ 外国語 ) Ｎｏ１ 

 

発行

者名 
教科書名 
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程度・その他 
Ｂ 構成・配列 Ｃ 学習指導への配慮 総合所見 

 

２ 

 

東 

京 

書 

籍 

 

 

 

NEW 

Horizon 

Elementary 

〇 学習指導要領に

示されている目標・

内容に照らし、適切

なものが選択され

ている。 

〇 児童の発達の段

階に適応している。 

〇 教科書、別冊とも

に製本サイズはＡ

４判である。 

 

〇 学習内容のテーマは、５年生が 

「日本」、６年生が「世界」となって

いる。 

〇 各単元、「Starting Out」で表現

に出会い、「Your Turn」で表現に慣

れ、「Enjoy Communication」で単元

の目標となる活動を行う構成にな

っている。さらに、「 Over the 

Horizon」で学習内容をもとに視野

を世界へと広げられるようになっ

ている。 

〇 QR コードがあるため、対話のモ

デル映像や資料映像を視聴するこ

とができる。 

〇 別冊「My Picture Dictionary」

では、教科書の活動にリンクした

語彙がジャンル別にまとめられて

いる。 

 

〇 単元の冒頭に、学習評価の基

準である３観点に対応した目

標が明示され、該当するページ

でそれぞれの目標に対する振

り返りや自己評価をすること

ができるようになっている。 

〇 「Sounds and Letters」では

スモールステップで文字指導

ができるようになっている。 

△ 分かったことや気付いたこ

とを書く欄が多く設けられて

いたり、５年生の初期段階か

ら、文字を書く活動が多く設定

されたりしていることが、児童

の負担になると考える。 

〇 デジタル教科書では、音声の

再生、ペンツールでの書き込

み、保存等ができる。 

 目標に対する振り返りや自己評

価、教科書紙面の書き込みスペース

を利用することで、評価に活かすこ

とができる。 

「Over the Horizon」では、写真

が豊富に使われており、世界に興味

をもち、主体的に外国語を用いて、

コミュニケーションを図ろうとす

る態度が養われるように配慮され

ている。 

しかし、分かったことや気付いた

ことを書く欄が多く設けられてい

たり、５年生の初期段階から文字を

書く活動が多く設定されていたり

することが、児童の負担になると考

える。 

 デジタル教科書では、音声の再

生、ペンツールでの書き込み、保存

等ができる。 
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３ 

 

開 

隆 

堂 

出 

版 

 

 

 

Junior 

Sunshine 

〇 学習指導要領に

示されている目標・

内容に照らし、適切

なものが選択され

ている。 

〇 児童の発達の段

階に適応している。 

〇 教科書、別冊とも

に製本サイズはＡ

４判である。 

 

〇 自分、身近な地域や人たちのこ

と、日本や興味のある外国のこと、

思い出や将来のことへと２年間を

通して話題を広げており、児童の

興味や関心、生活経験に合った学

習を展開することできる。 

〇 各単元で身に付けさせたい力が

明確化されている。ゴールの言語

活動に向けて、ペアやグループで

の協働的・対話的な活動を通して、

毎時間、学習を積み重ねていける

構成になっている。 

〇 ＱＲコードがあるため、聞くこ

とを中心とした学習がしやすい。 

〇 別冊「Word Book」では、各学年

の学習内容に合わせて語句が精選

され、カテゴリー別に掲載されて

いる。 

〇 巻末の「CAN-DO チェック」

では、単元末の自己評価が書

き込めるようになっており、

学習の足跡を教科書に残すこ

とができる。 

〇 音声から文字への学習が円

滑につながるように単元が構

成されている。単元終末には、

毎単元、音声と文字を学習す

る コ ー ナ ー 「 Sounds and 

letters」があり、アルファベ

ットの学習がスモールステッ

プで継続的に行うことができ

る。 

〇 デジタル教科書では、音声

の再生、ペンツールでの書き

込み等ができる。 

△ 教科書の聞く活動では、場

面設定を大切にしているた

め、日本語の指示が長い。紙面

に文字が多く、見づらい印象

を受ける。 

 

 巻末の「CAN-DOチェック」で、各

単元末での自己評価ができ、児童は

自らの成長や課題に気付き、学習を

調節する力や見通しをもって主体

的に学習に取り組むことができる。 

 各単元で身に付けさせたい力が

明確化されており、毎時間、言語活

動を積み重ねていくことができる。

また、音声から文字への学習が円滑

につながるように単元が構成され

ている。アルファベットの学習では

スモールステップで継続的に行う

ことができる。 

 聞く活動では、場面設定を大切に

しているために日本語の指示が長

く文字が多い。全体的に見づらい印

象を受ける。 
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15 

 

三 

省 

堂 

 

 

 

 

CROWN Jr. 

〇 学習指導要領に

示されている目

標・内容に照らし、

適切なものが選択

されている。 

〇 児童の発達の段

階に適応してい

る。 

〇 製本サイズはＡ

Ｂ判である。 

〇 「Hop」「Step」「Jump」の三

段階で大単元を構成して学習

内容を配列しており、学ぶプ

ロセスを「見える化」してい

る。目標からゴールまでが分

かりやすい。 

〇 ABC Fun Boxや Tryなど、楽

しみながら英語の文字や音・

表現を学習することができ

る。二次元コードからアクセ

スできるウェブサイトがあ

り、音声を中心に学習するこ

とができる。 

〇 Unit の学習を終えた後、語

句や絵から内容を推測できる

力を養うために、世界の物語

が配置されている。 

〇 世界の文化を知ったり社会

問題について考えたり、また

他教科での学びを生かせる内

容などが配置されている。 

〇 「Jump」では、目的や場面、状

況を考えて表現する内容が入っ

ているため、「話す（発表）」の基

礎的な技能の定着が図れる。 

〇 楽しいイラストで調べたい語

句を確認できる絵辞典があるた

め、「書くこと」への抵抗が少な

くなり、基礎的な技能の定着が

図れる。 

〇 指導者用デジタル教材では、

簡単な操作で音声や動画を再生

することができる。また、児童用

デジタル教材では、ゲーム感覚

で学習できる単語学習や、活動

の内容を分かりやすく示した例

などがある。 

△ 文章を書き写すワークシート

やカードがやや少ない。言語活

動の記録を残したり、協働的な

学習をさせたりするには、指導

者が別に準備する必要があり、

負担が大きくなる。 

単元の目標を達成するため

に、「Hop」「Step」「Jump」の三段

階で学習内容を配列しており、

系統的・発展的に構成されてい

る。大単元ごとのゴールが明確

になっているので、児童にとっ

ても教師にとっても取り組みや

すい。 

「話すこと」「聞くこと」を繰り

返し行い、定着を図れるように

なっており、基礎的な技能が身

に付くように配慮されている。 

イラストを参考にして物語の

内容を聞き、概要を把握する活

動を取り入れるなど、主体的に

外国語を用いて、コミュニケー

ションを図ろうとする態度が養

われるよう配慮されている 

単元ごとの振り返りになる言

語活動の記録やカードなどが十

分ではないため、指導者が事前

に準備する必要があり、負担が

大きくなると考える。 
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教

育 

出

版 

 

 

 

ONE 

WORLD 

Smiles 

〇 学習指導要領

に示されている

目標・内容に照ら

し、適切なものが

選択されている。 

〇 児童の発達の

段階に適応して

いる。 

〇 製本サイズは

しっかりしてお

り、ＡＢ判であ

る。 

〇 中学年から、高学年、そして

中学校へと、学びの歩みが見通

せる「学びのロードマップ」を

設け、主体的に学習に取り組む

姿勢を育むことができる。 

〇 ２年間の学習を通して、「聞く

こと・話すこと」から段階的に

「読むこと・書くこと」への学

習を取り入れている。 

〇 単元の構成は、映像を見なが

ら聞く活動、音声のみで聞く活

動、簡単な話す活動［やり取り］、

最終活動［やり取り・発表］とな

っており、シンプルで分かりや

すい単元構成になっている。単

元の導入は、映像を見る活動か

ら入るため、単元全体の学習内

容をイメージしやすい。また、

最終ゴールを動画でみることが

でき、身に付けるべき力が分か

りやすい。 

○ 海外の生活を身近に感じられ

るコーナー、World of Smilesが

新設されている。生活に身近な

食べ物や行事などの紹介を通し

て、多様性にふれることができ

る。日本と海外の違いや共通点

を考えることができる。 

〇 ５年生の日本全国の名所・名

物マップ、シールを使ったピザ

づくり活動、６年生の世界のマ

ップなど、表現意欲を高める言

語活動があり、学習内容を工夫

している。 

〇 単元の最終活動に向けて、「読

むこと・書くこと」を段階的に

学ぶことができる。１文ずつス

モールステップで書き進めるコ

ーナーが新設されている。 

〇 巻末に最終活動のためのワー

クシートがあり、自分の思いや

アイデアを書いて表現する活動

に取り組める。自分の思いを形

にしたり、友達と読み合ったり

することで自尊感情や他者理解

の気持ちを育むことができる。 

〇 デジタル教科書には、英単語

や英文を押すとネイティブの音

声が再生される。「録音・再生」

ボタンから自分が話す音声を録

音したり、録音した音声を再生

して確かめたりできる。 

 

２年間を通して「聞くこと・話す

こと」を中心に、段階的に「読むこ

と・書くこと」を学べるようになっ

ており、４技能５領域の言語活動

がバランスよく配置されている。 

コミュニケーションの目的や場

面、状況に応じた活動が設けられ

ており、基礎的な技能が身に付く

ように配慮されている。 

各単元、聞くことから始め、発話

してみるやり取りを経て、書いて

整理したうえで、やり取り・発表を

する分かりやすい構成になってい

る。 

題材内容については、身近な学

級内や地域、国内、海外へと学年や

単元が進むにつれて徐々に視野が

広がっていくように構成されてい

る。 

 他教科との関連、ワークシート

やシールなどの資料が数多くあ

り、児童が楽しみながら学習でき

る工夫がある。 

 家庭学習にも適しており、デジ

タル教科書を有効的に活用でき

る。 

以上のことから、採択するのに

最も適している教科書であると考

える。 
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38 

 

光 

村 

図 

書 

 

 

 

Here    

We Go! 

〇 学習指導要領に示

されている目標・内容

に照らし、適切なもの

が選択されている。 

〇 児童の発達の段階

に適応している。 

〇 印刷・製本はしっか

りしており、ＡＢ判で

ある。 

〇 各単元は、「Hop」「Step」

「Jump」という流れが統一さ

れており、ゴールまでの流れ

が分かりやすくなっているた

め、学習が進めやすい。 

〇 学年の目標を設定し、CAN-

DO リストや重点化領域が示さ

れているため、児童にとって

学習目標が明確になっている

ため、見通しをもって学習に

取り組める。 

〇 言語活動では、目的・場面・

状況を明確に設定しているだ

けでなく、Small Talkや既習

表現を活用場面に随所に設定

しているため、思考力・判断

力・表現力を育む工夫がされ

ている。 

〇 続きを見たくなるようなア

ニメーションがあり、ストー

リーの最後は、自分ごととし

て考えられる内容になってい

る。 

〇 １つの題材の中に、４技能を

バランスよく取り入れている。

４技能５領域を表すマークは、

児童にも一目で分かるデザイ

ンになっており、児童が意識し

ながら活動できる。 

〇 「まとめ」の活動を３回設定

していることから、各領域の達

成度を確認できる。 

〇 Picture Dictionary があ

るため、様々なゲームを通して

単語に慣れ親しむだけでなく、

「書くこと」への抵抗も減らす

ことができる。 

〇 デジタル教材では、音声や映

像の速度調整や字幕のオンオ

フを個に応じて設定したり、各

活動の自己評価の記録を教師

に送ったりできる。 

△ 各単元の「話す（発表）」で

使うワークシートがあまり充

実していないため、指導者が作

成する必要がある。 

巻頭に CAN-DOリストを示し、

一年間の学習の流れや目標が分

かる。自己評価欄があり、自分の

学びを可視化して残すことがで

きる。また、各単元内の目標や学

習の流れも明示するなど、系統

的・発展的に構成されている。 

どの単元も４技能５領域がバ

ランスよく身に付けられるよう

な構成になっている。 

学習内容が簡単なものから、

難度が高くなるように段階的に

配列されていたり、活動のモデ

ル動画を見たりすることができ

るなど工夫されている。 

各単元の「話す（発表）」で使

うワークシートは、活動に応じ

て指導者が事前に準備する必要

があり、工夫を要する。 

以上のことから、採択するの

に適している教科書であると考

える。 
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63 

 

新 

興 

出 

版 

社 

啓 

林 

館 

 

 

 

Blue Sky 

elementary  

 

〇 学習指導要領に示

されている目標・内

容に照らし、適切な

ものが選択されてい

る。 

〇 児童の発達の段階

に適応している。 

〇 製本サイズはＡ４

判である。 

〇 全ての単元において、「とび

ら」「Step1,2」「Step3」「Look 

Back」「Did you know」「Let's 

Read and write」の順に、題

材や活動を配列している。 

〇 Unitの GOALに加えて、Step

のめあてが明示されており、

児童が見通しを立てて、学習

に取り組めるように配慮され

ている。 

〇 掲載ページを示し、本文と

巻末の Word Listを相互に関

連付けている。 

〇 ＱＲコードの掲載が豊富な

ため、環境が整えば音声・映

像・単語クイズ・話すための

「英文 Maker」などが視聴で

きる。  

〇 各 Unitは、「とびら」で出会

わせ、「Step1,2」で身に付けさ

せ た い 表 現 に 慣 れ さ せ 、

「Step3」で Activityを通して

コミュニケーションを楽しま

せ、「Look Back」で活動を振り

返らせるような無理のない指

導の流れになっている。異文化

紹介やアルファベットの読み

書きができるコーナーもある。 

〇 話す楽しさを大切にするた

めに、児童の日常生活に沿った

内容が扱われている。 

〇 異文化紹介のコーナーのス

ペースが広く、より多くの情報

や写真を見ることができ、異文

化への関心を高めたり、理解を

深めたりすることができる。 

△ 巻末のアルファベットカー

ドは、やや文字が小さく、自分

で色をぬるようになっており、

児童によっては正しい形でア

ルファベットを認識すること

が難しいと考えられる。 

各 Unitは、４技能５領域の活

動をスモールステップで繰り返

しながら、少しずつできること

を増やしていけるように配慮さ

れている。 

多様な価値観を知らせること

で、異文化理解を深めさせ、世界

の様々な人々と協働するために

必要な能力を身に付けさせるこ

とができるように工夫されてい

る。 

デジタル教科書は、多様なＱ

Ｒコンテンツの利用、特別支援

機能の充実、音声の速度変更な

どができ、一人一人の状況に対

応できるものになっている。 

教科書の文字の大きさや太さ

など、全体的に見づらい印象を

受け、工夫を要する。 


